
 

東京国際空港（羽田空港）Ｄ滑走路建設工事 

 

～ＧＷ中の千葉県産山砂の陸上運搬自粛について～ 

ト ピ ッ ク ス 

 

平成２１年５月１日（金） 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 

 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 Ｄ滑走路プロジェクト推進室 松本・木島 

住所  東京都大田区羽田空港３－５－７ メンテナンスセンターアネックス５Ｆ 

電話  ０３－５７５６－６５７５ 
ＨＰ   http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/haneda/index.html 

24 時間 365 日の昼夜工程で進められている羽田空港の 4 本目となる新しい滑走路

（Ｄ滑走路：長さ 2,500ｍ）の建設工事においては、埋立（注１）に使用する土砂として、

千葉県産の山砂（注２）を運搬・使用しています。 
 
多い月には、1 日あたり 7,000 台以上のダンプトラックが一般道路及び高速道路を

利用して山砂を陸上運搬する計画ですが、GW（ゴールデンウィーク）中には東京方

面から多数の観光客（一般マイカー）も想定されるため、沿道環境や一般マイカーへ

の影響を極力回避する観点から、以下の通り、GW 中の山砂陸上運搬を自粛します。 
 
  ・ 5 月 2 日（土）    自粛（台数の低減） 
  ・ 5 月 3 日（日）～5 月 6 日（水）  なし 
  ・ 5 月 7 日（木）～5 月 9 日（土）  実施 
  ・ 5 月 10 日（日）          なし    

 
 山砂の陸上運搬にあたっては、沿道環境への影響を極力回避するよう、地元のご意

見も踏まえながら、引き続き、安全な運搬に努めて参ります。 
 
（注１） 新設する滑走路島の全長約 3,000ｍのうち、約 2,000ｍが埋立構造、残りの約 1,000

ｍが多摩川の流れを阻害しない桟橋（ジャケット）構造となる。千葉県産の山砂は滑走

路の基盤となる埋立に約 2,000 万ｍ3使用される予定。 
（注２） 山砂採取地は、木更津市、君津市、富津市、袖ヶ浦市、市原市の 5 市に分布しており、

高速道路も利用して山砂採取地から木更津港、袖ヶ浦港に陸上運搬の後、船舶に積み込

み、羽田の工事現場まで海上輸送しています。 


